

















分に当たる「自然真営道」を再読し、「自然の世」を描く段階で昌益が使用するキーワードを手がかりに現代社会が抱え 問題や課題について再考することを目標とした。具体的に 「転地「活真」 「直耕」 「不耕」 「不耕貪食」
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①「 「忘れられた思想家」安藤昌益から見た日本の現代社会」 、神田外語大学日本研究所主催講演会「世界の中の日本
 第四回」 、二〇一五年
